
■地上デジタル放送への移行まで
　　　　　　　　　　　あと2カ月あまりです④⑤
■北茨城市長選挙・北茨城市議会議員補欠選挙
　　　　　　　　　　　6月5日㈰が投票日です⑥

■「ごみゼロ作戦」にご協力ください⑦
■国勢調査　ご協力ありがとうございました⑧
■60歳からの国民年金加入のお知らせ⑧
■国民健康保険からのお知らせ⑨

震災に伴う
市税等や保険料などの減免制度
震災に伴う
市税等や保険料などの減免制度
震災に伴う
市税等や保険料などの減免制度 ２ ３
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　天皇、皇后両陛下は、東日本大震災の被害
お見舞いのため、４月 22 日にご来市されまし
た。両陛下は津波で被災した大津漁港をご視
察され、説明を受けられました。また、避難
所となった市民体育館をご訪問され、避難生
活を送る市民を見舞われました。

天皇、皇后両陛下がご来市
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お
知
ら
せ
す
る
減
免
等
の
申
請
に
は
「
り
災
証
明
書
」
の
写
し
の
添

付
を
要
す
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
ま
だ
り
災
証
明
書
の
交
付
申
請
が
お

済
み
で
な
い
方
は
、
お
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
調
査
が
必
要
な

た
め
、
交
付
ま
で
日
数
を
要
し
ま
す
。
り
災
証
明
に
は
家
屋
、
事
業
用

資
産
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。
家
屋
は
税
務
課
、
事
業
用
資
産
は
商
工

観
光
課
へ
、
そ
れ
ぞ
れ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

地
震
や
津
波
な
ど
震
災
に
よ
り
著
し
い
被
害
を
受
け
た
と
き
は
、
そ
の
損

害
の
程
度
や
被
災
さ
れ
た
方
の
所
得
等
に
応
じ
、
市
税
や
保
険
料
、
一
部
負

担
金
、
料
金
な
ど
の
減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

減
免
の
対
象
と
な
る
条
件
や
手
続
方
法
、
添
付
書
類
が
異
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
詳
細
は
各
担
当
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

減
免
の
対
象
と
な
る
固
定
資
産
は
左
記

の
と
お
り
で
す
。

・
り
災
証
明
書
の
判
定
が
「
半
壊
」
以
上

の
被
害
を
受
け
た
家
屋
又
は
償
却
資
産

・
著
し
い
被
害
を
受
け
た
土
地
（
地
盤
崩

壊
、
表
土
の
流
出
又
は
土
砂
・
岩
石
の

　

堆
積
等
）

※
り
災
証
明
書
の
判
定
が「
一
部
損
壊（
一

部
破
損
）」
の
場
合
は
、
減
免
の
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
。

例
１　

屋
根
瓦
の
一
部
が
落
ち
、
外
壁
に

　

数
カ
所
の
ひ
び
が
入
り
、
内
装
の
一
部

　

が
損
傷
し
た
場
合

例
２　

屋
根
瓦
が
ほ
と
ん
ど
落
ち
る
な
ど

　

大
き
く
損
傷
し
た
が
、
他
に
大
き
な
損

　

傷
が
な
い
場
合

※
固
定
資
産
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
塀
や

門
扉
等
が
破
壊
し
た
場
合
は
、
減
免
の
対

象
に
な
り
ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
、
税
務
課
固
定
資
産
税
係
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課
固
定
資
産
税
係

　
　
　
　
　
　
　

内
１
５
６
～
１
５
８

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
は
、
国

民
健
康
保
険
税
や
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
の
減
免
な
ど
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

１　

住
宅
が
全
壊
又
は
半
壊
し
た
方
、
又

　

は
こ
れ
に
準
ず
る
被
災
を
さ
れ
た
方

２　

死
亡
、
若
し
く
は
精
神
や
身
体
に
著

　

し
い
障
害
を
受
け
た
方

３　

事
業
等
の
休
廃
止
、
失
業
に
よ
り
収

　

入
が
著
し
く
減
少
し
た
方

４　

そ
の
他
、
前
３
号
に
掲
げ
る
事
由
に

　

類
す
る
事
由
が
あ
っ
た
方

　

減
免
を
受
け
る
に
は
、
災
害
等
を
受
け

た
日
以
降
に
到
来
す
る
当
該
年
度
の
納
期

限
の
１
週
間
前
ま
で
に
申
請
し
な
け
れ
ば

　

著
し
い
損
害
を
受
け
た
と
き
、
そ
の
損

害
や
所
得
の
程
度
に
応
じ
、
市
県
民
税
が

減
免
さ
れ
ま
す
。

　

災
害
等
を
受
け
た
日
以
降
に
到
来
す
る

当
該
年
度
の
納
期
限
の
１
週
間
前
ま
で
に
、

税
務
課
へ
申
請
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
震
災
に
よ
る
損
失
額
や
復
旧
費

用
な
ど
を
申
告
の
際
に
控
除
で
き
る
雑
損

控
除
の
制
度
も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課
市
民
税
係内

１
５
３
～
１
５
５

東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た
方
へ

市
税
等
や
保
険
料
な
ど
の

減
免
制
度
の
お
知
ら
せ

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

市
県
民
税

市
県
民
税

大津スポーツ広場の仮設住宅

国
民
健
康
保
険
税
と

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

国
民
健
康
保
険
税
と

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
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掲
載
の
情
報
は
、
４
月
25
日
現
在
の
主

な
も
の
で
す
。
今
後
、
今
回
の
震
災
に
関

す
る
措
置
等
に
よ
っ
て
変
更
に
な
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料

国
民
年
金
保
険
料

介
護
保
険
料

介
護
保
険
料

そ
の
他
の
制
度

そ
の
他
の
制
度

運転を再開したＪＲ常磐線

　

国
民
健
康
保
険
税
や
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
と
同
様
に
、
損
害
の
程
度
に
よ
り
、

介
護
保
険
料
が
減
免
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

事
業
が
休
廃
止
に
追
い
込
ま
れ
、
長
期
の

失
業
で
生
計
の
見
込
み
が
立
た
な
い
世
帯

に
つ
い
て
も
、
減
免
が
受
け
ら
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
減
免
を
受
け
る
に
は
、
申

請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
介
護
保
険
制
度
も
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
料

の
一
部
負
担
に
つ
い
て
、
減
免
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
合
わ

せ
て
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　
　
　

問
高
齢
福
祉
課
介
護
保
険
係

内
１
２
５
～
１
２
９

保

　育

　料

保

　育

　料

な
り
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
保
険
年
金
課
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
国
民
健
康
保
険
や
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
で
は
、
被
保
険
者
の
方
が
受
診
す
る
際

に
、
医
療
機
関
に
支
払
う
一
部
負
担
金
に

つ
い
て
も
減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
合
わ
せ
て
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

な
お
、
リ
ス
ト
ラ
や
勤
務
先
の
倒
産
に

よ
り
失
業
と
な
っ
た
場
合
に
も
、
国
保
税

が
減
免
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
９
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
保
険
年
金
課

　

国
保
（
保
険
係
）
内
１
８
１
～
１
８
４

　

後
期
高
齢
者
（
医
療
年
金
係
）

　
　
　
　
　
　
　
　

内
１
８
７
、１
８
８

　

被
災
に
よ
り
、
お
お
む
ね
２
分
の
１
以

上
の
損
害
を
受
け
た
方
や
そ
の
ご
家
族
な

ど
は
、
国
民
年
金
保
険
料
が
全
額
免
除
に

な
り
ま
す
。
免
除
の
手
続
き
は
、
平
成
23

年
７
月
末
日
ま
で
に
行
う
必
要
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
口
座
振
替
を
利
用
さ
れ
て
い
る

方
で
、
被
災
に
よ
り
今
後
の
年
金
保
険
料

納
付
が
困
難
な
方
は
、
口
座
振
替
の
停
止

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
保
険
年
金
課
医
療
年
金
係

内
１
８
７
、１
８
８

　

日
立
年
金
事
務
所

☎
０
２
９
４
‐
24
‐
２
１
２
５

　

全
壊
、
半
壊
な
ど
住
宅
に
著
し
い
損
害

を
受
け
た
方
、
災
害
に
よ
り
保
護
者
の
所

得
が
著
し
く
減
少
し
た
方
は
、
保
育
料
の

減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
社
会
福
祉
課
児
童
福
祉
係　

内
１
３
２
、１
３
３

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
費

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
費

　

居
住
す
る
住
宅
が
全
壊
又
は
半
壊
し
た

方
等
は
、
申
請
に
よ
り
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
費
の
利
用
者
負
担
額
の
減
額
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

期
間
は
、
申
請
の
あ
っ
た
日
の
属
す
る

月
を
含
め
３
カ
月
（
３
カ
月
を
限
度
に
更

新
可
）
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
社
会
福
祉
課
援
護
係　
　

内
１
３
６

▼
市
税
等
の
納
税
に
つ
い
て

　

今
回
の
震
災
で
、
財
産
等
に
被
害
を
受

け
、
納
税
が
困
難
に
な
っ
た
方
に
つ
い
て

は
、
徴
収
の
猶
予
や
分
割
納
付
が
で
き
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
収
納
課
ま

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
収
納
課　
　
　
　
内
１
６
２
～
１
６
５

▼
県
税
の
救
済
措
置
に
つ
い
て

　

災
害
に
よ
り
損
害
を
受
け
た
方
に
対
し
、

県
税
（
個
人
事
業
税
、
不
動
産
取
得
税
、

自
動
車
税
）
に
つ
い
て
の
減
免
や
徴
収
猶

予
、
申
告
や
納
付
の
期
限
延
長
な
ど
の
救

済
措
置
が
あ
り
ま
す
。

　

手
続
き
や
必
要
書
類
な
ど
は
、
県
税
事

務
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
常
陸
太
田
県
税
事
務
所
高
萩
支
所

☎
㉒
２
０
１
９

▼
水
道
使
用
料
・
工
業
用
水
道
料
金

　

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
よ
る
特
別

措
置
と
し
て
、
平
成
23
年
３
月
分
基
本
料

金
の
１
カ
月
分
を
減
額
し
ま
す
。
ま
た
、

地
震
で
給
水
管
の
漏
水
が
生
じ
た
世
帯
に

つ
い
て
は
、
過
去
の
使
用
料
を
基
に
算
出

し
た
漏
水
相
当
額
を
減
額
し
ま
す
。
い
ず

れ
の
場
合
も
手
続
き
は
不
要
で
す
。

　

工
業
用
水
道
料
金
は
、
３
月
11
日
～
31

日
ま
で
の
21
日
間
の
分
を
日
割
計
算
に
よ

り
減
額
し
ま
す
。

問
水
道
部
業
務
課
業
務
係

内
１
１
２
～
１
１
４
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あと あまりです2カ月2カ月2カ月
これまでのテレビ（地上アナログ放送）が終了して、地デジ（地上デジタル放送）
へと完全移行する平成23年 7月 24日まで、あと2カ月あまりとなりました。
地上デジタル放送への移行により、従来のアナログ放送受信機そのままでは
地上デジタル放送の視聴ができなくなります。

地上デジタル放送に完全移行することにより、電波に約 35％の余裕ができる
ため、「安全で安心な暮らし」に利用できます。

地デジを見るために必要なもの

地デジを見るために必要なもの

地デジ詐欺にご注意ください！

※すでに地上デジタル放送が視聴できる環境にある世帯は除く

○地上デジタル放送簡易チューナーの無償給付○地上デジタル放送簡易チューナーの無償給付○地上デジタル放送簡易チューナーの無償給付

地デジ完全移行後の電波の利用

ご不明な点は
地デジコールセンター 0570-07-0101
または デジサポ茨城

（平日：午前9時～午後9時　土日祝：午前9時～午後6時）

029-307-0101

受信設備
■1戸建て住宅の方

交通事故を減らす！ 携帯電話がさらに便利に！緊急災害時の被災を少なく！

UHFアンテナが必要です

■集合住宅の方
■共同アンテナの方
受信設備の地デジ化が必要です
（ご不明な祭は管理会社や管理
組合、または大家さんなどへお
問い合わせください。）

受信機など
●デジタルテレビに買い換える

●今お使いのアナログテレビに
　チューナーを買い足す

●パソコンで見る
　（パソコン用のチューナーを買
　い足す）

クルマどうしの通信で
衝突を防止したり…

動画などの大容量データも
スイスイ送れたり…

現場の状況を音と映像で送り、的確
な対応で多くの人名を救ったり…

●生活保護などの公的扶助を受けている世帯
●障がい者がいる世帯で、かつ世帯全員が市町村民税非課税の措置を受けている世帯
●社会福祉施設に入所されていて自らテレビを持ち込んでいる世帯
以上の世帯の中で「NHKの放送受信料が全額免除」となっている世帯

【支援内容】
●簡易なチューナー（１台）の無償配布
●アンテナ工事が必要な場合は無償改修
※地上アナログ放送が終了するまでに対応を完了するためには、5月 20日㈮までに申請
　書等の提出が必要となります。

ご不明な点は
総務省　地デジチューナー支援実施センター
0570 - 0 33 - 8 40　http://www.chidejishien.jp
平日：午前9時～午後9時　　土日祝：午前9時～午後6時

ＮＨＫの放送受信契約に関する問い合わせ先
ＮＨＫふれあいセンター
0570 - 0 77 - 0 77　http://www.nhk.or.jp/jushinryo/
平日：午前9時～午後9時　　土日祝：午前9時～午後6時

アナログテレビ放送のデジタル化に便乗した詐欺が発生しています。
地上デジタル放送への対応で、総務省やテレビ局がお金を請求することは一切ありません。
このような請求を受けた時はすぐには支払わず、警察署（24－0110）やデジサポ、市消
費生活センター（43－1107）へご相談ください。

こんな詐欺が増えています！
○業者が地デジ普及のためと集金にやってきた。
○地デジ工事をかたって前金をだましとられた。
○総務省（デジサポ）と名乗る職員が訪問し費用を請求された。

●市町村民税非課税世帯
【支援内容】
●簡易なチューナー（１台）の無償配布（配送となります）
●電話によるサポート
※地上アナログ放送が終了するまでに対応を完了するためには、6月 20日㈪までに申請
　書等の提出が必要となります。
ご不明な点は
総務省　地デジチューナー支援実施センター
0570 - 0 23 - 7 24　http://www.chidejishien.jp
平日：午前9時～午後9時　　土日祝：午前9時～午後6時

企画政策課 市民協働係（井原） 236問 内
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あと あまりです2カ月2カ月2カ月
これまでのテレビ（地上アナログ放送）が終了して、地デジ（地上デジタル放送）
へと完全移行する平成23年 7月 24日まで、あと2カ月あまりとなりました。
地上デジタル放送への移行により、従来のアナログ放送受信機そのままでは
地上デジタル放送の視聴ができなくなります。

地上デジタル放送に完全移行することにより、電波に約 35％の余裕ができる
ため、「安全で安心な暮らし」に利用できます。

地デジを見るために必要なもの

地デジを見るために必要なもの

地デジ詐欺にご注意ください！

※すでに地上デジタル放送が視聴できる環境にある世帯は除く

○地上デジタル放送簡易チューナーの無償給付○地上デジタル放送簡易チューナーの無償給付○地上デジタル放送簡易チューナーの無償給付

地デジ完全移行後の電波の利用

ご不明な点は
地デジコールセンター 0570-07-0101
または デジサポ茨城

（平日：午前9時～午後9時　土日祝：午前9時～午後6時）

029-307-0101

受信設備
■1戸建て住宅の方

交通事故を減らす！ 携帯電話がさらに便利に！緊急災害時の被災を少なく！

UHFアンテナが必要です

■集合住宅の方
■共同アンテナの方
受信設備の地デジ化が必要です
（ご不明な祭は管理会社や管理
組合、または大家さんなどへお
問い合わせください。）

受信機など
●デジタルテレビに買い換える

●今お使いのアナログテレビに
　チューナーを買い足す

●パソコンで見る
　（パソコン用のチューナーを買
　い足す）

クルマどうしの通信で
衝突を防止したり…

動画などの大容量データも
スイスイ送れたり…

現場の状況を音と映像で送り、的確
な対応で多くの人名を救ったり…

●生活保護などの公的扶助を受けている世帯
●障がい者がいる世帯で、かつ世帯全員が市町村民税非課税の措置を受けている世帯
●社会福祉施設に入所されていて自らテレビを持ち込んでいる世帯
以上の世帯の中で「NHKの放送受信料が全額免除」となっている世帯

【支援内容】
●簡易なチューナー（１台）の無償配布
●アンテナ工事が必要な場合は無償改修
※地上アナログ放送が終了するまでに対応を完了するためには、5月 20日㈮までに申請
　書等の提出が必要となります。

ご不明な点は
総務省　地デジチューナー支援実施センター
0570 - 0 33 - 8 40　http://www.chidejishien.jp
平日：午前9時～午後9時　　土日祝：午前9時～午後6時

ＮＨＫの放送受信契約に関する問い合わせ先
ＮＨＫふれあいセンター
0570 - 0 77 - 0 77　http://www.nhk.or.jp/jushinryo/
平日：午前9時～午後9時　　土日祝：午前9時～午後6時

アナログテレビ放送のデジタル化に便乗した詐欺が発生しています。
地上デジタル放送への対応で、総務省やテレビ局がお金を請求することは一切ありません。
このような請求を受けた時はすぐには支払わず、警察署（24－0110）やデジサポ、市消
費生活センター（43－1107）へご相談ください。

こんな詐欺が増えています！
○業者が地デジ普及のためと集金にやってきた。
○地デジ工事をかたって前金をだましとられた。
○総務省（デジサポ）と名乗る職員が訪問し費用を請求された。

●市町村民税非課税世帯
【支援内容】
●簡易なチューナー（１台）の無償配布（配送となります）
●電話によるサポート
※地上アナログ放送が終了するまでに対応を完了するためには、6月 20日㈪までに申請
　書等の提出が必要となります。
ご不明な点は
総務省　地デジチューナー支援実施センター
0570 - 0 23 - 7 24　http://www.chidejishien.jp
平日：午前9時～午後9時　　土日祝：午前9時～午後6時

企画政策課 市民協働係（井原） 236問 内
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平
成
３
年
６
月
６
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

方
で
、３
月
１
日
ま
で
に
市
内
に
転
入（
住

民
登
録
）
し
、
投
票
す
る
日
ま
で
引
き
続

き
本
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て

い
る
方

○
市
内
で
転
居
し
た
方　

５
月
16
日
以
降

に
市
内
転
居
し
た
方
は
、
転
居
前
の
投
票

区
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

○
市
外
に
転
出
す
る
予
定
が
あ
る
方　

投

票
す
る
前
に
市
外
に
転
出
す
る
と
投
票
が

で
き
ま
せ
ん
。

　

投
票
日
に
は
、
市
内
に
33
カ
所
の
投
票

所
を
設
け
ま
す
。
投
票
所
は
住
所
に
よ
っ

て
定
め
ら
れ
、
入
場
券
（
は
が
き
）
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
地
図
を
新
聞
折
り
込
み

チ
ラ
シ
及
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
今
回
の
震
災
に
よ
り
、
旧
磯
原
投
票
区

の
投
票
所
が
、
北
茨
城
市
防
災
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
か
ら
北
茨
城
市
役
所
に
変

更
に
な
り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
住

所
に
５
月
29
日
以
降
に
郵
送
し
ま
す
の
で
、

投
票
す
る
と
き
は
入
場
券
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。
入
場
券
が
届
い
て
い
な
い
場
合
及

び
入
場
券
を
紛
失
し
た
場
合
で
も
、
住
所
、

氏
名
及
び
生
年
月
日
の
聞
き
取
り
で
本
人

確
認
が
で
き
れ
ば
投
票
が
で
き
ま
す
の
で
、

投
票
所
の
係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　

投
票
日
当
日
に
仕
事
、
レ
ジ
ャ
ー
等
で

投
票
が
で
き
な
い
方
は
、
期
日
前
投
票
が

で
き
ま
す
。

　

な
お
、
選
挙
期
日
に
は
選
挙
権
を
有
し

て
も
、
選
挙
期
日
前
に
投
票
を
し
よ
う
と

す
る
日
に
は
ま
だ
選
挙
権
を
有
し
て
い
な

い
方
（
例
え
ば
６
月
５
日
に
は
20
歳
を
迎

え
る
方
が
、
５
月
30
日
か
ら
６
月
４
日
ま

で
の
間
に
投
票
す
る
場
合
）
は
、
期
日
前

投
票
は
で
き
ず
、
不
在
者
投
票
と
な
り
ま

す
。
こ
の
場
合
、
投
票
場
所
は
市
役
所
本

庁
３
階
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　

次
に
該
当
す
る
方
は
、
５
月
30
日
か
ら

６
月
４
日
ま
で
の
間
、
不
在
者
投
票
が
で

き
ま
す
。

○
出
張
、
旅
行
等
で
市
外
に
滞
在
し
て
い

る
方　

あ
ら
か
じ
め
市
選
挙
管
理
委
員
会

に
投
票
用
紙
等
を
請
求
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
よ
り
、
滞
在
先
の
選
挙
管
理
委
員
会

で
投
票
が
で
き
ま
す
。

○
病
院
、
老
人
ホ
ー
ム
等
に
入
院
又
は
入

所
し
て
い
る
方　

各
都
道
府
県
の
選
挙
管

理
委
員
会
が
不
在
者
投
票
施
設
に
指
定
し

た
施
設
で
あ
れ
ば
、
そ
の
施
設
で
投
票
が

で
き
ま
す
。

○
身
体
に
障
害
が
あ
っ
て
投
票
に
行
け
な

い
方
は　

身
体
に
一
定
以
上
の
重
度
の
障

害
が
あ
り
、
郵
便
等
投
票
証
明
書
の
交
付

を
受
け
て
い
る
方
は
、
郵
便
等
に
よ
り
自

宅
等
の
現
在
い
る
場
所
で
投
票
が
で
き
ま

す
。
投
票
用
紙
等
の
請
求
期
限
は
、
６
月

１
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
広

報
４
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

船
員
で
、
選
挙
人
名
簿
登
録
証
明
書
を

交
付
さ
れ
て
い
る
方
が
投
票
を
行
う
場
合

は
、
必
ず
こ
の
証
明
書
と
入
場
券
を
一
緒

に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
紛
失
し
た
場
合
は
、

早
め
に
市
選
挙
管
理
委
員
会
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　

６
月
５
日
（
日
）
午
後
９
時
か
ら
市
民

体
育
館
で
行
い
ま
す
。
開
票
速
報
を
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
記
載
し
ま
す
の
で
、
御
覧

く
だ
さ
い
。　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w
w
w
.city-kitaib

araki.jp
/

問
総
務
課
内
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局　
　
　
　
（
大
友
）
内
３
２
１
・
３
２
２

　

北
茨
城
市
長
選
挙
及
び
北
茨
城
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙
は
、
５
月
29
日

㈰
に
告
示
さ
れ
、
６
月
５
日
㈰
に
投
開
票
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

投
票
で
き
る
方

入
場
券

期
日
前
投
票

不
在
者
投
票

投
票
所

船
員
の
方

開
　
票

■期日前投票の期間・場所・時間

期　　　間 投票所の名称と場所 時　　間

５月 30 日㈪から

６月４日㈯まで

北茨城市役所期日前投票所
（市役所本庁舎１階ロビー）

午前８時 30 分から
　　　午後８時まで

ヨークベニマル中郷店駐車場内
期日前投票所（中郷町上桜井） 午前９時から

　　　午後７時まで北部市民サービスセンター
期日前投票所（大津町北町）

北
茨
城
市
長
選
挙

北
茨
城
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙

6

5
月

日
日
が
投
票
日
で
す
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「
環
境
美
化
運
動
の
日
」
に
合
わ
せ
て
、
ご
み
・
空
き

缶
な
ど
の
一
斉
回
収
を
実
施
し
ま
す
。
一
緒
に
北
茨
城
の

す
ば
ら
し
い
自
然
を
大
切
に
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

今
年
度
は
、
災
害
対
応
の
た
め
、
規
模

を
大
幅
に
縮
小
し
て
の
実
施
と
な
り
ま
す
。

○
と
き　

５
月
29
日
㈰

　
　
　
　

午
前
７
時
～
８
時
30
分

○
集
合
場
所　

磯
原
中
学
校

○
実
施
場
所　

磯
原
町
豊
田
、
大
北
川
河

　

川
敷
、
中
郷
町
上
桜
井

○
駐
車
場　

磯
原
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

※
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
少
な
い
た
め
、
乗
り

合
わ
せ
の
う
え
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
態
度
決
定　

当
日
の
午
前
５
時
30
分

※
前
日
が
雨
天
の
場
合
も
、
当
日
の
実
施

を
中
止
し
ま
す
。

※
自
宅
周
辺
の
環
境
美
化
活
動
を
行
う
場

合
は
、
集
め
た
ご
み
の
回
収
場
所
を
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

市
内
一
斉
清
掃
に
つ
い
て

薬
剤
散
布
の
お
願
い

　

５
月
29
日
㈰
の
「
ご
み
ゼ
ロ
作
戦
」
の

実
施
に
合
わ
せ
て
、
蚊
や
ハ
エ
の
駆
除
と

ご
み
の
な
い
衛
生
的
な
街
に
す
る
た
め
、

常
会
・
地
区
内
の
一
斉
清
掃
と
薬
剤
散
布

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

市
で
は
、
下
水
側
溝
な
ど
の
消
毒
の
た

め
の
薬
剤
を
無
料
配
布
い
た
し
ま
す
。

〈
常
会
・
地
区
世
話
人
の
方
へ
〉

　

５
月
17
日
㈫
か
ら
20
日
㈮
ま
で
、
薬
剤

を
無
料
配
布
し
ま
す
の
で
、
市
生
活
環
境

課
か
各
駅
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
お

受
け
取
り
く
だ
さ
い
（
地
区
衛
生
組
織
を

設
置
し
て
い
る
常
会
や
区
、
中
郷
町
汐
見

ヶ
丘
、
二
ツ
島
住
宅
、
中
妻
市
営
住
宅
は

除
く
）。

※
希
望
で
個
人
に
も
配
布
し
ま
す
。

〈
地
区
衛
生
組
織
を
設
置
し
て
い
る
常
会
・

地
区
代
表
の
方
へ
〉

　

昨
年
度
に
補
助
金
を
申
請
し
た
組
織
へ

は
申
請
書
を
発
送
し
ま
す
。
新
規
で
申
請

す
る
場
合
は
、
右
記
無
料
配
布
と
の
併
用

は
で
き
ま
せ
ん
。

問
生
活
環
境
課 

環
境
保
全
係
（
山
野
辺
）

内
３
７
１

みんなできれいなまちにしよう。

市
立
総
合
病
院
か
ら
の
お
知
ら
せ

４
月
１
日
付
け
着
任
の
医
師
を
紹
介
し
ま
す

　

先
月
号
に
掲
載
し
た
土
井
幹
雄
病
院
長
と
と
も
に
、
平
成
23
年
４
月
１
日
付

け
で
着
任
し
た
２
人
の
医
師
を
紹
介
し
ま
す
。

　

４
月
か
ら
循
環
器
内
科
に
着
任
い
た

し
ま
し
た
山
尾
秀
二
と
申
し
ま
す
。

　

私
は
、
お
隣
の
福
島
県
い
わ
き
市
出

身
で
す
の
で
、
北
茨
城
は
ほ
と
ん
ど
地

元
の
よ
う
に
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

心
疾
患
は
日
本
人
の
死
因
の
第
２
位

を
占
め
て
お
り
、
北
茨
城
市
に
も
多
く

の
心
疾
患
患
者
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
る

と
思
い
ま
す
。
私
の
専
門
は
狭
心
症
や

心
筋
梗
塞
に
対
す
る
カ
テ
ー
テ
ル
治
療

で
す
。
心
疾
患
は
急
性
期
の
治
療
が
予

後
に
大
き
く
か
か
わ
っ
て
き
ま
す
の
で
、

患
者
さ
ん
に
は
可
能
な
限
り
迅
速
に
対

応
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
微
力
な
が
ら
地

域
医
療
に
貢
献
し
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　

誠
心
誠
意
尽
力
い
た
し
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

は
じ
め
ま
し
て
。
４
月
１
日
か
ら
内

科
に
勤
務
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
澁
木
太
郎
で
す
。

　

先
月
ま
で
は
、
九
州
の
佐
賀
県
で
医

療
に
従
事
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

３
月
11
日
の
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地

震
以
降
も
、
大
き
な
余
震
が
繰
り
返
し

起
こ
っ
て
お
り
、
心
安
ま
ら
な
い
日
々

が
続
い
て
お
り
ま
す
。
日
常
生
活
の
変

化
や
、
余
震
へ
の
恐
怖
な
ど
、
様
々
な

ス
ト
レ
ス
が
あ
る
中
、
体
調
を
崩
さ
れ

る
方
も
多
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

微
力
で
は
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
少

し
で
も
困
っ
て
い
る
地
域
の
方
々
の
お

力
に
な
れ
る
よ
う
、
日
々
努
力
し
て
参

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

循環器内科

内　科

山尾　秀二　医師

澁木　太郎　医師

5 29月 日日
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ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

平
成
22
年
10
月
１
日
に
実
施
し
ま
し
た

国
勢
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
総
務
省
統
計
局
か
ら
、

国
勢
調
査
の
速
報
値(

人
口
総
数
お
よ
び

世
帯
数)

が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
公
表
は
速
報
値
の
た
め
、
変
更

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
確
報
値
は
平

成
23
年
10
月
公
表
の
予
定
で
す
。
人
口
の

男
女
内
訳
は
確
報
値
で
公
表
さ
れ
ま
す
。

　

速
報
値
は
左
記
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

○
い
ば
ら
き
統
計
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

h
ttp
://w
w
w
.p
ref.ib

araki.jp
/to
kei/

○
統
計
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w

w
w
.s
ta
t.g
o
.jp
/d
a
ta
/

ko
ku
sei/2

0
1
0
/kekkag

ai.h
tm

※
国
勢
調
査
速
報
値
と
は

　

速
報
値
に
お
け
る
人
口
と
世
帯
数
は
、

調
査
員
が
作
成
し
た
調
査
世
帯
一
覧
と
い

う
書
類
か
ら
集
計
し
た
も
の
で
す
。
後
日
、

個
々
の
調
査
票
を
基
に
集
計
し
て
得
ら
れ

る
確
報
値
と
は
必
ず
し
も
一
致
す
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
企
画
政
策
課
市
民
協
働
係

　
　
　
　
　
（
鈴
木
、
武
子
）
内
２
３
６

北茨城市の人口と世帯数
（各年 10月 1日現在）

平 成 22 年
国 勢 調 査

平 成 17 年
国 勢 調 査

総 人 口 47,026 人 49,645 人

世 帯 数 16,965 世帯 17,090 世帯

※５年前の平成 17 年との比較では、人口
が 2619 人減少しています。人口増加率
は− 5.3％でした。

情報公開と
個人情報保護の状況
　市では情報公開条例及び個
人情報保護条例により、保有
する情報を公開・開示してい
ます。平成 22 年度の状況は
以下のとおりです。

問総務課 総務係（大友）
内３２１

（情報公開）
請求 27 件
公開
（うち一部公開）

23 件
（9件）

非公開 3件
不服申立て −
取り下げ 1件

（個人情報保護）
請求 3件
公開
（うち一部公開）

3件
（0件）

非公開 −
不服申立て −
取り下げ −

　道路里親制度とは、市民や企業の従業
員などで構成する５人以上の団体の皆さ
んが、道路の里親となり、身近な道路の
面倒を見ていただく制度です。
　市では、新たに「里親」となる方を募
集します。ぜひ、お申し込みください。
募集道路
　市が管理する道路で延長 50㍍以上の
歩道、街路樹等が設置されている道路
申込方法　里親として管理したい道路の
区域を決め、下記へお申し込みください。
※詳しい内容などは、お気軽にお問い合
わせください。
問建設課 管理係（神白）　　　内２４３

市道の里親を
募集しています

市道の里親を
募集しています

市道の里親を
募集しています

　

老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
す
る
に
は
、
免

除
を
含
め
た
保
険
料
の
納
付
期
間
が
25

年
（
３
０
０
月
）
以
上
必
要
で
す
。
ま
た
、

満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
す
る
に
は

40
年
（
４
８
０
月
）
の
保
険
料
納
付
が
必

要
で
す
。
国
民
年
金
の
未
加
入
期
間
や
保

険
料
未
納
期
間
が
あ
る
た
め
、
受
給
資
格

を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
で
も
、
さ
ら

に
65
歳
に
な
る
ま
で
国
民
年
金
に
加
入
し
、

不
足
期
間
を
満
た
せ
ば
年
金
を
受
給
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
年
金
受
給
資

格
を
得
て
い
る
方
で
も
、
年
金
額
を
増
や

し
た
い
方
は
65
歳
に
な
る
ま
で
加
入
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
加
入
で
き
る
方　

次
の
①
～
③
の
全
て

の
条
件
を
満
た
す
方
で
す
。

①
国
内
に
住
所
を
有
す
る
60
歳
以
上
65
歳

未
満　

②
老
齢
基
礎
年
金
の
繰
上
げ
請
求

を
し
て
い
な
い　

③
厚
生
年
金
・
船
員
保

険
・
共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
な
い

※
昭
和
40
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た

方
で
70
歳
ま
で
に
受
給
権
を
得
ら
れ
る
方

は
、
特
例
と
し
て
65
歳
以
降
も
加
入
で
き

ま
す
。
希
望
の
方
は
、
付
加
年
金
の
加
入

（
保
険
料
は
４
０
０
円
増
し
）も
で
き
ま
す
。

●
手
続
に
必
要
な
も
の

①
年
金
手
帳　

②
預
金
通
帳　

③
通
帳
届

出
印　

※
戸
籍
関
係
の
書
類
が
必
要
な
場

合
も
あ
り
ま
す
。

　

手
続
き
は
保
険
年
金
課
窓
口
の
み
と
な

り
ま
す
。
加
入
の
際
は
、
60
歳
時
点
で
の

受
給
権
確
認
を
行
い
ま
す
。
ま
た
保
険
料

は
、
原
則
と
し
て
口
座
振
替
納
付
と
な
り

ま
す
。

問
保
険
年
金
課
医
療
年
金
係

　
（
長
谷
川
・
村
田
）
内
１
８
７
・
１
８
８

　

日
立
年
金
事
務
所

　
　
　
　

☎
０
２
９
４
‐
24
‐
２
１
２
５

60
歳
か
ら
の
国
民
年
金
任
意
加
入
に
つ
い
て
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　水道は私たちの快
適な暮らしや都市の
諸活動を支える大切
な施設です。

６月１日～７日は
『水道週間』です

　

リ
ス
ト
ラ
や
勤
務
先
の
倒
産
に
よ
り
失

業
し
た
方
の
国
民
健
康
保
険
税（
国
保
税
）

の
軽
減
措
置
が
あ
り
ま
す
。

○
非
自
発
的
失
業
者
の
方
の
軽
減

　

勤
務
先
の
倒
産
、
解
雇
な
ど
や
む
を
得

な
い
理
由
に
よ
り
職
を
失
っ
た
方
で
、
一

定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
に
は
、
国
保
税

が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
国
保
に
加
入
す
る
予

定
の
方
や
既
に
加
入
し
て
い
る
方
も
対
象

と
な
り
、
軽
減
の
適
用
を
受
け
る
た
め
に

は
申
請
が
必
要
で
す
。

【
対
象
と
な
る
方
】　

離
職
し
た
時
点
で
65

歳
未
満
で
あ
り
、
雇
用
保
険
の
特
定
受
給

資
格
者
又
は
特
定
理
由
離
職
者
と
し
て
失

業
等
給
付
を
受
け
る
方

【
確
認
の
方
法
】　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
交
付

さ
れ
た
「
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
」
の

「
離
職
理
由
」
欄
の
「
理
由
コ
ー
ド
」
が

以
下
の
方
が
対
象
で
す
。

「
特
定
受
給
資
格
者
」
の
場
合

　
　
　
　
　

11
、
12
、
21
、
22
、
31
、
32

「
特
定
理
由
離
職
者
」
の
場
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

23
、
33
、
34

【
軽
減
の
内
容
】　

対
象
者
の
前
年
の
給
与

所
得
を
１
０
０
分
の
30
に
減
額
し
て
国
保

税
の
算
定
を
し
ま
す
。

【
軽
減
の
期
間
】　

離
職
日
の
翌
日
の
属
す

る
月
か
ら
そ
の
月
の
属
す
る
年
度
の
翌
年

度
末
ま
で
と
な
り
ま
す
。

例
１　

離
職
日
が
平
成
22
年
４
月
１
日
か

ら
平
成
23
年
３
月
30
日
の
場
合
の
軽
減

期
間
は
、
平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で
と

な
り
ま
す
。

例
２　

離
職
日
が
平
成
23
年
３
月
31
日
の

場
合
又
は
平
成
23
年
４
月
１
日
か
ら
平

成
24
年
３
月
30
日
の
場
合
の
軽
減
期
間

は
平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で
と
な
り
ま

す
。

【
申
請
の
方
法
】　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
交
付

さ
れ
る
「
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
」
と

「
印
鑑
」
を
持
参
し
て
、
保
険
年
金
課
で

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
保
険
年
金
課
保
険
係
（
早
川
、
太
田
）

　
　
　
　
　
　
　

内
１
８
１
～
１
８
４

国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

震
災
後
、
お
子
さ
ん
の
様
子
、
行
動

に
変
わ
っ
た
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

①
夜
、
寝
な
く
な
っ
た
り
、
突
然
起
き

出
し
て
泣
き
出
す　

②
津
波
の
映
像
を

見
た
り
、
余
震
が
あ
る
た
び
に
ひ
ど
く

怯
え
る　

③
親
か
ら
離
れ
よ
う
と
し
な

い　

な
ど
。
こ
れ
ら
は
、
非
常
に
強
い

恐
怖
体
験
を
し
た
と
き
に
起
こ
る
心
が

混
乱
し
た
状
態
で
す
。
多
く
の
お
子
さ

ん
は
時
間
と
と
も
に
落
ち
着
い
て
い
き

ま
す
が
、
心
配
の
あ
る
と
き
は
左
記
に

お
電
話
く
だ
さ
い
。

期
間　

平
成
24
年
３
月
末
ま
で
㈪
～
㈮

時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

茨
城
県
福
祉
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
０
２
９
‐
２
２
１
‐
４
９
９
２

被
災
児
童
等
の

「
心
の
相
談
窓
口
」
の
ご
案
内

市
税
等
の
納
付
は
納
期
限
内
に

　

市
民
の
皆
様
に
納
め
て
い
た
だ
い
て
い

る
市
税
や
国
民
健
康
保
険
税
な
ど
は
、
市

民
の
皆
様
の
暮
ら
し
を
支
え
る
た
め
の
貴

重
な
財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
市
税
等
は
納
付
す
る
期
限
が
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
納
付
が
な
い
と
き
に
は
、

督
促
状
が
送
付
さ
れ
、
督
促
手
数
料
や
延

滞
金
が
税
額
に
加
算
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

電
話
や
文
書
で
の
納
税
催
告
を
行
い
ま
す
。

　

市
税
等
の
納
付
に
は
安
全
・
便
利
な
口

座
振
替
も
ご
検
討
く
だ
さ
い
。
お
申
し
込

み
は
、
金
融
機
関
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
で
お

取
り
扱
い
し
て
い
ま
す
。

問
納
税
相
談
は
、
収
納
課

　
　
　
　
（
沼
田
）
内
１
６
２
～
１
６
５

　

口
座
振
替
は
、
税
務
課
庶
務
係

　
　
　
　
（
小
野
）
内
１
５
１
・
１
５
２

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を
納
付
書
で

納
付
し
て
い
る
方
で
、
保
険
料
の
納
め
忘

れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
保
険
料
の
未
納
が

続
く
と　

①
延
滞
金
の
徴
収　

②
保
険
証

の
有
効
期
間
の
短
縮　

③
高
額
療
養
費
な

ど
の
支
給
留
保　

な
ど
、
不
利
益
な
取
扱

い
を
受
け
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
納
付
書

を
紛
失
し
た
と
き
は
再
発
行
し
ま
す
。
ま

た
、
納
付
が
大
変
な
場
合
は
、
納
付
方
法

に
つ
い
て
窓
口
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

口
座
振
替
に
切
り
替
え
る
と
銀
行
や
郵

便
局
、
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
へ
行
く
手
間
が
省

け
る
と
と
も
に
、
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が

な
く
安
心
で
す
。
口
座
振
替
を
希
望
す
る

場
合
は
、
納
付
書
・
通
帳
・
通
帳
届
出
印

を
銀
行
ま
た
は
郵
便
局
に
持
参
の
上
、
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
（
申
し
込
み
の
翌

月
か
ら
原
則
開
始
さ
れ
ま
す
）。
た
だ
し

未
納
分
の
保
険
料
や
随
時
分
保
険
料
を
口

座
振
替
で
納
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

保
険
料
は
医
療
費
を
賄
う
大
切
な
財
源

で
す
。
必
ず
納
付
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

問
保
険
年
金
課
医
療
年
金
係

（
小
豆
畑
、
一
瀬
）
内
１
８
６
、１
８
７
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新
学
期
の
始
ま
っ
た
４
月
中
旬
、
各
小

学
校
で
交
通
安
全
教
室
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

登
下
校
を
始
め
た
新
１
年
生
や
、
自
転

車
に
乗
り
始
め
る
新
４
年
生
を
中
心
に

交
通
事
故
か
ら
身
を
守
る
た
め
の
ル
ー

ル
を
身
に
付
け
る
た
め
、
警
察
や
民
間
交

通
安
全
指
導
員
を
招
き
毎
年
こ
の
時
期

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
内
で
一
番
最
初
に
行
わ
れ
た
石
岡

小
学
校
で
は
、
新
１
年
生
の
７
人
を
は
じ

め
、
３
年
生
ま
で
の
皆
さ
ん
は
、
学
校
付

近
の
路
上
で
安
全
な
歩
行
や
横
断
方
法

を
、
ま
た
４
年
生
以
上
の
皆
さ
ん
は
校
庭

で
自
転
車
の
走
行
ル
ー
ル
を
そ
れ
ぞ
れ

学
ん
で
い
ま
し
た
。

交
通
ル
ー
ル
を
学
ぼ
う

各
小
学
校
で
交
通
安
全
教
室

　

４
月
７
日
、
市
内
の
小
中
学
校
で
入
学

式
が
行
わ
れ
、
小
学
校
３
８
０
人
、
中
学

校
４
６
８
人
の
新
１
年
生
が
入
学
式
を
迎

え
ま
し
た
。

　

写
真
の
精
華
小
学
校
で
は
、
68
人
の
新

１
年
生
が
誕
生
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
は
、
先
生
の
言
葉
に
元
気
に
返

事
。
代
表
が
ラ
ン
ド
セ
ル
を
受
け
取
っ
た

後
、
上
級
生
の
歌
と
踊
り
の
歓
迎
を
受
け

て
い
ま
し
た
。

　

今
年
の
入
学
式
は
、
震
災
の
後
と
な
り

ま
し
た
が
、
新
た
に
ス
タ
ー
ト
す
る
皆
さ

ん
の
元
気
は
、
会
場
の
皆
さ
ん
に
も
勇
気

を
与
え
て
い
ま
し
た
。

小
・
中
で
８
４
８
人
が
入
学

新
た
な
学
校
生
活
を
ス
タ
ー
ト

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す

ど
の
よ
う
な
も
の
を
作
っ
て
い
ま
す
か

　

こ
の
工
場
で
は
制
御
弁
式
（
シ
ー
ル
）

鉛
蓄
電
池
を
製
造
し
て
い
ま
す
。
主
に
電

気
機
器
の
非
常
用
電
源
や
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

自
動
車
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
な
ど

高
性
能
な
製
品
も
登
場
し
て
い
ま
す
が
、

こ
こ
で
は
コ
ス
ト
面
で
優
れ
る
な
ど
の
特

徴
が
あ
る
鉛
蓄
電
池
を
製
造
し
て
い
ま
す
。

創
業
は
い
つ
ご
ろ
で
す
か

　

コ
ー
ノ
・
バ
ッ
テ
リ
ー
と
し
て
会
社
が

始
ま
っ
た
の
は
昭
和
43
年
で
す
が
、
こ
こ

に
工
場
を
建
設
し
て
操
業
開
始
し
た
の
は

昭
和
47
年
（
１
９
７
２
年
）
で
す
か
ら
来

年
で
40
年
に
な
り
ま
す
。

工
場
や
製
品
の
特
徴
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　

こ
の
工
場
は
、
ジ
ー
エ
ス
・
ユ
ア
サ

グ
ル
ー
プ
で
は
、

国
内
で
た
だ
一

つ
の
一
貫
製
造

事
業
所
と
な
り

ま
す
。
材
料
の

鉛
を
溶
か
し
て

極
板
な
ど
の
部

品
を
作
る
と
こ

ろ
か
ら
、
組
立
、

充
電
を
済
ま
せ

た
完
成
品
ま
で
、

株
式
会
社 

ジ
ー
エ
ス
茨
城
製
作
所

す
べ
て
の
製
造

工
程
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
鉛

蓄
電
池
は
、
製

造
技
術
を
向
上

さ
せ
精
度
を
上

げ
る
こ
と
で
、

短
い
と
さ
れ
て

い
る
寿
命
を
大

幅
に
伸
ば
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
た
め
、
技

術
向
上
へ
の
取

り
組
み
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

従
業
員
の
皆
さ
ん
に
つ
い
て

　

現
在
１
５
０
人
ほ
ど
が
働
い
て
い
ま
す
。

近
隣
市
も
含
め
、
ほ
と
ん
ど
の
社
員
が
地

元
に
住
ん
で
い
ま
す
。

地
域
活
動
に
つ
い
て

　

毎
年
実
施
さ
れ
て
い
る
「
ご
み
ゼ
ロ
運

動
」
や
「
海
岸
清
掃
」
な
ど
に
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
工
場
周

辺
の
道
路
に
つ
い
て
も
、
み
ん
な
で
定
期

的
に
清
掃
し
て
い
ま
す
。

所
在
地
　
磯
原
町
磯
原

　
　
　
　
　
（
磯
原
工
業
団
地
内
）

取
材
協
力　

福
田　

長
一
さ
ん

取
材
日　
３
月
９
日
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趣

悠
味

々

音
楽
っ
て
仲
間
っ
て
す
ば
ら
し
い

磯
原
町
　
荒
木 

原
野
さ
ん

―
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で

　

演
奏
し
て
い
ま
す
か

　

港
ま
つ
り
や
主
水
ま
つ
り
、
雨
情
の

里
音
楽
祭
な
ど
、
ま
ち
の
イ
ベ
ン
ト
を

中
心
に
演
奏
し
て
い
ま
す
。

―
始
め
た
き
っ
か
け
は

　

家
が
レ
ス
ト
ラ
ン
で
、
い
つ
も
音
楽

が
流
れ
て
い
て
、
音
楽
が
身
近
に
あ
る

環
境
で
し
た
。
中
学
生
く
ら
い
か
ら
遊

び
感
覚
で
ギ
タ
ー
を
弾
く
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
４
年
く
ら
い
前
に
友
人
に
誘

わ
れ
て
港
ま
つ
り
に
参
加
し
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
、
ま
ち
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど

で
演
奏
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

―
面
白
い
と
こ
ろ
は

　

と
に
か
く
歌
う
こ
と
が
好
き
で
す
。

歌
い
出
す
前
ま
で
は
緊
張
し
ま
す
が
、

歌
い
始
め
る
と
楽
し
く
て
た
ま
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
仲
間
と
イ
ベ
ン
ト
を
作
り

上
げ
て
い
く
の
も
楽
し
い
で
す
。
ま
だ

ま
だ
先
輩
た
ち
の
お
手
伝
い
く
ら
い
し

か
で
き
な
い
け
ど
、
い
つ
か
先
輩
た
ち

が
安
心
し
て
観
ら
れ
る
イ
ベ
ン
ト
を
で

き
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。

―
難
し
い
と
こ
ろ
は

　

イ
ベ
ン
ト
の
準
備
に
は
、
専
門
的
な

知
識
が
必
要
な
こ
と
が
多
く
、
そ
の
知

識
が
乏
し
い
の
で
苦
労
し
ま
す
。

―
今
後
は

　

先
輩
た
ち
を
は
じ
め
、
仲
間
と
も
っ

と
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
み
た
い
で
す
。
そ

う
い
っ
た
取
り
組
み
の
な
か
で
、
北
茨

城
で
音
楽
を
始
め
た
い
人
が
気
軽
に
始

め
ら
れ
る
環
境
を
作
る
お
手
伝
い
を
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

取
材
日　

３
月
10
日

　ぼくの夢は、建築家になることです。ぼくが建
築家になりたいと思ったきっかけは、おじいちゃ
んが大工だからです。
　大工さんは家を建てたり、テーブルなどを作っ
たりします。ぼくは小さいころから工作が好き
で、おじいちゃんの作業場に行くと、木くずなど
がたくさんあって、たからの山のように思えまし
た。のこぎりを使って木を切って置きものを作っ
たり、レンガを積み立ててひみつき地を作ったり
しました。それで、ますます作ることが楽しくな
って、大工さんていいなぁと思いました。
　おじいちゃんは木の名前もたくさん知っていて、
スギの木、松の木、ひの木など、まる太を見るだ
けでも、どんな種類の木かすぐに分かってしまう
ので、すごいと思いました。おじいちゃんのよう
な大工さんは、木のことにくわしく物知りです。
　建築家は、家を建てたり、なおしたり、リフォ
ームしたりして、お客さんによろこばれます。建
築家は、ほかにいろいろな仕事があります。ゆか
板の工事をしたり、まどガラスをはったり、設計
図をせいかくに書いたりして大変な仕事がいっぱ
いあって、体力もすごく使います。ぼくのおじい
ちゃんは建築家で、力もちでやさしいです。
　ぼくも、早く大人になって、おじいちゃんとい
っしょに立派な家を建ててみたいです。
　これからも、夢にむかっていきたいと思います。
おじいちゃんの家に行ったら、置き物、実用品な
ど、いろいろなものを作って、できるだけ早く、
大工さんになって、家やアパートをいっぱい作っ
てみたいです。

中妻小学校５年　伊藤 優斗さん

建築家になりたい
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行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

を
開
設
し
ま
す
。
相
続
と
遺
言
に

関
す
る
こ
と
や
、
各
種
行
政
手
続

き
に
関
す
る
相
談
を
受
け
ま
す
。

○
と
き　
６
月
１
日
㈬

　

午
後
１
時
～
４
時
30
分

　
（
相
談
時
間 

一
人
約
40
分
）

○
と
こ
ろ　

市
役
所
１
階
会
議
室

○
申
込
方
法　

電
話
予
約
の
み
受

け
ま
す
（
先
着
６
人
）。

５
月
25
日
㈬
午
前
８
時
30
分
か
ら

９
時
10
分
ま
で
は
専
用
受
付
電
話

㊸
２
３
２
４
へ
。
以
降
は
左
記
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

所
を
開
設
し
ま
す
。
土
地
問
題
や

金
銭
貸
借
、
離
婚
、
相
続
な
ど
日

常
生
活
上
の
法
律
問
題
で
お
困
り

の
方
は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
と
き　
６
月
10
日
㈮

　

午
後
１
時
～
４
時
30
分

（
相
談
時
間　

一
人
約
15
分
）

○
と
こ
ろ　

市
役
所
４
階
会
議
室

○
申
込
方
法

　

電
話
予
約
の
み
受
け
付
け
ま
す

（
先
着
12
人
）。
６
月
３
日
㈮
午

前
８
時
30
分
か
ら
９
時
10
分
ま
で

は
専
用
受
付
電
話
㊸
２
３
２
４
へ
。

以
降
は
左
記
へ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
申
し
込
み
が
多
い
た
め
、

電
話
が
つ
な
が
り
に
く
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課 

広
報
広
聴
係

（
広
瀬
）
内
１
７
８

行
政
書
士
無
料
相
談
会
開
催

無
料
法
律
相
談
を
行
い
ま
す

案  

内

　

左
記
の
日
程
で
人
権
相
談
所
を

開
設
し
ま
す
。
差
別
、
い
や
が
ら

せ
な
ど
で
困
っ
て
い
る
こ
と
、
近

隣
ト
ラ
ブ
ル
や
家
庭
内
の
問
題
な

ど
で
心
配
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

○
と
き　
６
月
２
日
㈭

　

午
後
１
時
～
３
時
30
分

○
と
こ
ろ　

市
役
所
４
階
会
議
室

○
相
談
員　

人
権
擁
護
委
員

問
市
民
課 

広
報
広
聴
係

（
広
瀬
）
内
１
７
８

○
対
象
者　

身
体
障
害
者
手
帳
、

戦
傷
病
者
手
帳
、
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
、
療
育
手
帳
を
お
持

ち
の
方
（
障
害
の
区
分
、
等
級
に

よ
り
減
免
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
）

○
対
象
車
両　

心
身
に
障
害
の
あ

る
方
（
在
宅
の
場
合
の
み
）
が
通

院
、
通
学
、
通
所
も
し
く
は
生
業

に
使
用
す
る
車
両
（
障
害
の
あ
る

方
１
人
に
対
し
１
台
）

○
申
請
方
法　

左
記
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
申
請
期
限　
５
月
31
日
㈫

６
月
１
日
は

人
権
擁
護
委
員
の
日

心
身
障
害
者
に
対
す
る

自
動
車
税
の
減
免
制
度

■節電にご協力ください
　茨城県では、現在、東日本大震災による被害対
策に全力を尽くしているところです。今回の震災
については、私たち県民も多大な被害を受けてい
ますが、その中にあっても私たち一人ひとりがす
ぐに支援・協力できることはたくさんあります。
　その一つが「節電」です。
　今回の地震により、電力需給のバランスが極め
て厳しい状況にあります。家庭や事業所で県民一
人ひとりが最大限の節電の努力をすることが、安
定した電力の供給と今後の復興につながります。
県としても率先して一層の節電に取り組んでまい
りますが、県民の皆様にも積極的な節電にご理
解・ご協力をよろしくお願いいたします。
　春季の電力需要パターンでは、朝・夕の２回に
電力需要のピーク時があることから、その時間帯
での節電対策が必要となっています。
　そこで特にこれらの時間帯での電気使用を控え
るなどのご協力をお願いします。
　具体的な取組については、茨城県のホームペー
ジをご覧ください。
http://www.pref.ibaraki.jp/kankyo/setsuden/
index.html
※このお願いは、今回の震災で大きな被害を受け
た被災者の皆様など、取組が困難な方にまで無理
にお願いするものではありません。

茨城県 生活環境部 環境政策課
　　　　　　　　　　　☎０２９-３０１-２９３９

問
市
民
課
広
報
広
聴
係

　
　
　
　
　
（
広
瀬
）
内
１
７
８

茨城県からのお願い茨城県からのお願い
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い
ば
ら
き
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
、
４
月
か
ら
就
職
を
目
指
す

方
に
毎
月
１
回
、
就
職
に
関
す
る

出
張
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

○
と
き　

毎
月
第
３
火
曜
日

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

　
　
（
昼
休
み
時
間
を
除
く
）

○
と
こ
ろ　

市
役
所
４
階

　
　
　
　
　

４
０
６
会
議
室

○
相
談
内
容　

求
人
受
付
、
就
職

　

相
談
、
職
業
紹
介
、
キ
ャ
リ
ア

　

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
な
ど

　

４
月
か
ら
「
寿
号
」
の
運
行
範

囲
が
拡
大
さ
れ
、
左
記
の
地
域
も

対
象
と
な
り
ま
し
た
。
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

・
東
京
都
23
区
内

・
千
葉
県
銚
子
市
周
辺

・
栃
木
県
小
山
市
・
佐
野
市
周
辺

問
高
齢
福
祉
課 

高
齢
福
祉
係

（
鈴
木
）
内
１
２
２

就
職
に
関
す
る

出
張
相
談
の
ご
案
内

老
人
福
祉
自
動
車

「
寿
号
」
か
ら
の
ご
案
内

募  

集

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
へ
の

助
成
制
度
の
ご
案
内

○
と
き　

平
成
23
年
６
月
12
日
㈰

　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
１
時

○
集
合
場
所　

小
山
ダ
ム
管
理
事

務
所
前
駐
車
場（
高
萩
市
横
川
）

○
募
集
人
員　

40
人

○
対
象　
５
歳
以
上

　
（
中
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

○
参
加
費　

無
料

○
申
込
方
法　
５
月
27
日
㈮
ま
で

に
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明
示

の
上
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
。
当
選

者
の
み
開
催
要
項
を
送
付
し
ま
す
。

申
問
生
涯
学
習
課
内
ふ
る
さ
と

　
　

自
然
塾
事
務
局
（
荒
川
）

　
　

内
４
３
３

㊷
０
４
５
４

　

市
で
は
、
市
民
の
消
費
の
促
進

と
市
内
施
工
業
者
の
振
興
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
住
宅
リ
フ

ォ
ー
ム
へ
の
助
成
制
度
を
行
っ
て

い
ま
す
。

○
対
象
工
事

①
住
宅
の
修
繕
、
改
造
、
模
様
替

え
、
そ
の
他
住
宅
の
機
能
の
維

持
、向
上
の
た
め
に
行
う
修
繕
、

改
造
ま
た
は
設
備
改
善
の
工
事

で
、
市
民
が
市
内
に
所
有
す
る

個
人
住
宅
を
市
内
施
工
業
者
が

行
う
工
事

②
補
助
の
決
定
後
に
着
工
し
、
平

成
24
年
３
月
31
日
ま
で
に
完
了

届
を
提
出
で
き
る
工
事
で
、
金

額
が
10
万
円
（
税
抜
き
）
以
上

の
工
事

○
対
象
者

①
補
助
を
受
け
よ
う
と
す
る
住
宅

に
継
続
し
て
３
年
以
上
居
住
し

て
い
る
方
。

②
補
助
対
象
と
な
る
住
宅
を
所
有

し
て
い
る
方
。

③
市
税
や
市
の
行
う
貸
付
金
の
返

済
等
に
滞
納
が
な
い
方
。

④
市
が
実
施
す
る
同
様
の
制
度
に

よ
る
補
助
を
他
に
受
け
て
い
な

い
方
。

○
補
助
額　

工
事
価
格（
税
抜
き
）

の
５
㌫
（
限
度
額
５
万
円
）

○
添
付
書
類

　毎日の暮らしの中で「分かりにくい
道路案内標識を改善して欲しい」「郵
便ポストを設置して欲しい」「施設を
バリアフリー化して欲しい」など困っ
ていること、望んでいることはありま
せんか。
　行政相談員が、国の行政全般につい
ての苦情や意見・要望などを受け付け
ています。相談は無料、秘密は厳守さ
れます。気軽にご相談ください。
○相談員（行政相談委員）
林　秀朗さ　

　ん、大部 康光さ　
　ん、増子 和雄さ　

　ん

○とき
６月17日㈮　午後１時～３時30分
○ところ
市役所４階会議室（特設相談所）

市民課 広報広聴係（広瀬） １７８

※
新
規
登
録
自
動
車
の
場
合
は
、

登
録
の
日
か
ら
30
日
以
内
に
水
戸

県
税
事
務
所
自
動
車
税
分
室
の
窓

口
で
減
免
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
常
陸
太
田
県
税
事
務
所

☎
０
２
９
４
‐
80
‐
３
３
１
４

※
就
職
出
張
相
談
は
、
毎
週
火
曜

日
に
実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、
４

月
か
ら
毎
月
第
３
火
曜
日
の
み
と

な
り
ま
し
た
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
事
前
申
込
は
不
要
で
、
直
接
相

談
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
商
工
観
光
課
商
工
労
政
係

（
金
澤
・
前
田
）
内
３
６
２

ふ
る
さ
と
自
然
塾

「
小
山
ダ
ム
を
歩
く
」

参
加
者
募
集

第１回

行政相談所を開設します行政相談所を開設します行政相談所を開設します
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・
申
請
時　

工
事
見
積
書
、
住
民

票
、
納
税
証
明
書
ま
た
は
そ
れ

に
代
わ
る
も
の
、
登
記
事
項
証

明
書
ま
た
は
そ
れ
に
代
わ
る
も

の
、
施
工
前
の
写
真

・
完
了
時　

工
事
完
了
証
明
書
、

工
事
費
の
領
収
書
の
写
し
、
施

工
後
の
写
真

○
募
集
人
数

　

予
算
の
範
囲
で
先
着
順
（
20
人

程
度
）
に
な
り
ま
す
。

○
申
込
方
法

　

印
鑑
、
添
付
書
類
を
ご
用
意
し
、

申
込
用
紙
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
用
紙
は
商
工
観
光
課
に
備
え

付
け
て
あ
り
ま
す
。

※
今
回
の
震
災
に
よ
る
被
災
住
宅

の
修
理
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

申
問
商
工
観
光
課
商
工
労
政
係

　
　
（
金
澤
・
前
田
）
内
３
６
２

■
オ
ス
ト
ミ
ー
講
習
会

　

オ
ス
ト
メ
イ
ト
（
人
工
肛
門
・

膀
胱
を
お
持
ち
の
方
）
を
対
象
に

講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

○
と
き　
５
月
29
日
㈰

　

午
前
10
時
～
午
後
２
時
30
分

○
と
こ
ろ　

ホ
リ
ゾ
ン
か
み
ね

　
　
　
　
　
（
日
立
市
宮
田
町
）

○
内
容　

①
講
演
、
相
談
「
ス
キ
ン
ト
ラ
ブ

ル
の
原
因
と
対
応
」
榊
久
美
子

氏
（
日
立
総
合
病
院
皮
膚
排
泄

■
中
途
失
聴
・
難
聴
者
の
た
め
の

手
話
講
習
会

○
と
き　
６
月
11
日
～
平
成
24
年

２
月
18
日
（
原
則
毎
月
第
２
・

４
土
曜
日
、
全
15
回
）

　

午
前
10
時
～
正
午

○
と
こ
ろ　

県
立
聴
覚
障
害
者
福

祉
セ
ン
タ
ー
や
す
ら
ぎ

○
対
象　

県
内
に
居
住
す
る
18
歳

以
上
の
中
途
失
聴
・
難
聴
の
方

と
そ
の
家
族

情
報
B
O
X

ケ
ア
認
定
看
護
師
）

②
ス
ト
ー
マ
用
装
具
展
示
、
説
明

○
参
加
費　

　
　

１
０
０
０
円
（
昼
食
代
他
）

申
問
㈳
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会

茨
城
県
支
部
北
部
地
区
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
９
４
‐
42
‐
３
２
５
８

○
内
容　

手
話
の
知
識
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

○
費
用　

テ
キ
ス
ト
代
実
費

○
申
込
方
法　

住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
）、
年
齢

を
明
記
し
、
ハ
ガ
キ
ま
た
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
６
月
４
日
ま
で
に
左
記
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
問
〒
３
１
０
‐
０
８
４
４

水
戸
市
住
吉
町
３
４
９
‐
１

県
立
聴
覚
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

や
す
ら
ぎ　

中
途
失
聴
・
難
聴
者

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
講
習
会
係

☎
０
２
９
‐
２
４
８
‐
０
０
２
９

０
２
９
‐
２
４
７
‐
１
３
６
９

　

４
月
４
日
、
常
陽
銀
行
磯
原
支

店
か
ら
こ
の
春
小
学
校
へ
入
学
し

た
児
童
に
防
犯
ブ
ザ
ー
が
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。

問
教
育
総
務
課
企
画
総
務
係

　
　
　
　
　
（
村
田
）
内
４
５
１

善
意
の
窓

　

広
報
き
た
い
ば
ら
き
４
月
号
４

頁
、
市
議
会
記
事
に
左
記
の
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
。

誤
　
福
島
第
一
火
力
発
電
所

　
　
　
　
↓

正
　
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

お
詫
び
と
訂
正

　日本補聴器工業会の会員と賛助会員は、日本
補聴器販売店協会と日本補聴器技能者協会の協
力で、今回の震災で被災された方に支援を行っ
ています。詳細は各社へ直接お問い合わせくだ
さい。

○支援内容
代替え補聴器の無償提供、無償修理・点検・調
整、空気電池の無償提供など

○対象
青森・秋田・岩手・山形・宮城・福島・茨城・
千葉にある販売店で補聴器を購入し被災した方

○問い合わせ先
リオン㈱ ☎042-359-7121
パナソニック補聴器相談センター ☎0120-045285
オーティコン㈱ ☎0120-113320
ジーエヌリサウウンドジャパン㈱ ☎0120-921-310
コルチトーン補聴器㈱ ☎03-3813-9911
シーメンスヒヤリングインスツルメンツ㈱ ☎0800-888-0303
ワイデックス㈱ ☎0120-332-604
スターキージャパン㈱ ☎0120-045-019
ニュージャパンヒヤリングエイド㈱ ☎03-3269-4133
バーナフォン㈱ ☎044-520-6101
フォナック・ジャパン㈱ ☎0120-06-4079
理研産業㈱ ☎052-261-3512
キコエ製作㈱ ☎03-3277-2522
アルトテクス㈱ ☎03-5787-6092

補聴器利用者の皆さまへ補聴器利用者の皆さまへ補聴器利用者の皆さまへ
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■４カ月児健康診査
　５月 19 日㈭、６月 16 日㈭　
　午後０時 30 分～１時 15 分受付
■１歳６カ月児健康診査

５月 27 日㈮、６月 24 日㈮
午後１時～１時 30 分受付

■２歳児歯科健診
５月 12 日㈭、６月２日㈭
午後１時～１時 30 分受付

■３歳児健康診査
５月 13 日㈮、６月 10 日㈮　午後１時～２時受付

■育児相談（５カ月以上の乳幼児）
　５月 25 日㈬、６月 22 日㈬
　午後１時～２時受付
■歯の相談（要予約）

５月 25 日㈬、６月 22 日㈬
午前９時 30 分～ 11 時 30 分

■精神保健相談（要予約）
　５月 18 日㈬、６月 27 日㈪
問保健センター　☎４３‐１３１０

健　診　と　相　談

休日の
当番医

☆各種健診など☆各種相談など

診療時間　午前９時～午後５時

5／15
市立総合病院
☎ 46-1121 ( 大津町 )

22
大津町クリニック
☎ 30-2200 ( 大津町 )

29
廣橋第二病院
☎ 46-0630 ( 関本町 )

6／5
市立総合病院
☎ 46-1121 ( 大津町 )

12
あおぞらクリニック
☎ 30-7770 ( 中郷町 )

19
市立総合病院
☎ 46-1121 ( 大津町 )

市立図書館　☎ 42－1451

●わたしの彼氏

●リラを揺らす風

●円卓

●三十光年の星たち　上・下

●山行記

●絵とき生きものは円柱形

●みらくるミルク

●リターン！

●おままごと

●妖怪横町

青山　七恵

谷村　志穂

西　加奈子

宮本　　輝

南木　佳士

本川　達雄

中西　敏夫

山口　　理

すなやまえみこ

広瀬　克也

5 月

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31 6/1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

☆ぽっぽのおはなし会☆（参加無料）

5 月 25 日㈬ 午前10 時〜 11 時
　幼児を対象に絵本の読み聞かせや
紙芝居、手遊びなどをしています。

　　 は休館日です。６月上旬には
蔵書点検の休館があります。

月
市立図書館5 - May -

■心配ごと相談
[ 地域福祉交流センター ]
５月 19 日㈭、６月２日㈭、16 日㈭、30 日㈭
[ 大津町公民館 ]
５月 13 日㈮、26 日㈭、６月９日㈭、23 日㈭
どちらも午後１時～４時
問社会福祉協議会　☎４２‐０７８２

■移動児童相談
５月 18 日㈬６月 1 日㈬、15 日㈬
午前 10 時～午後３時　大津子どもの家
問社会福祉課　内１３２

■健康いきいき体操
　【エイサー太鼓】［市民ふれあいセンター］

５月 18 日㈬、6 月 15 日㈬　午前 10 時～ 11 時
　【ステップ台】［平潟町公民館］

６月 14 日㈫　午前 10 時～ 11 時
問生涯学習課　内４３２

■ふれあい体操
５月 17 日㈫、24 日㈫、31 日㈫
６月７日㈫、14 日㈫、21 日㈫、28 日㈫
午後１時 30 分～ 4 時　市民ふれあいセンター
問地域包括支援センター　内１２４

固
定
資
産
税　
　

［
第
１
期
］

軽
自
動
車
税　
　

［
第
１
期
］

納
期
限　
　
　

５
月
31
日
㈫

今月の
納税
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四季を彩る、さまざまな花々
井上 さん　宅（中郷町）

花を育てて十数年、花から癒しや元気をもらって
います。開花時期を考え、春はチューリップやサク
ラソウ、夏はサワギキョウ、秋はクレマチス、冬は
パンジーやビオラと、一年を通して花が楽しめるよ
う育てています。季節の移り変わりとともに彩りが
変わるさまざまな花々に、多くの人が足を止めてく
れます。

うちのうちの

　

八
十
八
夜
は
、
立
春
の
日
か
ら
数
え
て
88
日
目
の

日
（
今
年
は
５
月
２
日
）
の
こ
と
で
す
。

　

｢

夏
も
近
づ
く
八
十
八
夜
～
」
の
茶
摘
み
歌
で
も

お
馴
染
み
で
す
が
、
古
来
か
ら
新
茶
を
摘
む
日
と
し

て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
農
業
で
は
「
遅
霜
に
注
意
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り

ま
す
が
、
こ
の
八
十
八
夜
の
日
以
降
は
、
霜
が
降
り

る
こ
と
も
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
、
新
茶
の
摘
み

取
り
が
始
め
ら
れ
る
わ
け
で
す
。

　
こ
う
し
て
摘
み
取
ら
れ
た
新
茶
は
、
芽
の
部
分
に

秋
冬
に
蓄
え
ら
れ
た
養
分
が
凝
縮
さ
れ
て
、
格
別
の

味
わ
い
を
も
た
ら
し
て
く
れ
ま
す
。

　
ま
さ
に
旬
の
味
と
な
り
、
お
茶
好
き
な
方
に
は
う

れ
し
い
季
節
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

市の人口と世帯　平成 23年４月 1日現在（　）は前月比

総人口… 46,617 人 （−196） 出　生… 19 人 （ 　− 8）

男… 22,950 人 （ − 76） 死　亡… 75 人 （ ＋ 16）

女… 23,667 人 （−120） 転　入… 92 人 （ ＋ 26）

世帯数… 17,468 世帯（ − 55） 転　出… 232 人 （＋ 147）

市の行事や休日の当番医などの問い合わせは 発行／北茨城市　　編集／市民課
〒 319−1592　北茨城市磯原町磯原1630番地
☎ 02 9 3−4 3−1 1 1 1
◆ホームページ
　http://www.city-kitaibaraki.jp
◆Ｅメール
　kouhou@city-kitaibaraki.jp

市政に関する提言は

…市民ダイヤル　☎ 4 3 ー 2 3 2 3
　　　　　　　　☎ 4 3 ー 2 3 2 4

…市長への FAX　　　　30 ー 1350
この広報きたいばらきは環境にやさしい植物性
大豆油インキを使用して印刷されています。

北茨城市
携帯電話サイト

「コロコロ寝返りをし始
めたので目が離せません。
好き嫌いをせずなんでも
モリモリ食べる元気な子
です。かっぱえびせんが
大好物よ。」

（母 秋穂さん） （父 裕亮さん 母 喜枝さん）
（10 カ月　磯原町）

小
松

川
原
吹

か ほ よ し つ ぐ

香穂 賀紹 く　ん

「食いしん坊のよし君
は、「いただきま～す」
がとっても上手。いっ
ぱい食べて元気に大き
く育って欲しいです。」

八
十
八
夜

（1 歳　磯原町）

ち　ゃ　　ん

　

昨
年
、
我
が
家
に
や
っ
て
来
た
マ
ロ
ン
。
連
れ
て
き

た
の
は
息
子
さ
ん
で
、
名
付
け
の
親
は
お
孫
さ
ん
。
ま

だ
ま
だ
や
ん
ち
ゃ
盛
り
で
す
が
、
元
気
い
っ
ぱ
い
の
仕

草
で
、
家
の
中
を
明
る
く
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

磯原町・駒木根さん宅の

（シーズー・オス・７カ月）
マ ロ ン
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